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№1 №2 №3

1 ｶﾜｹﾞﾗ類

ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ・ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ

ｸﾛﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ類

3 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類

4 ﾌﾞﾕ類

5 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ類

6 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ類

7 ｻﾜｶﾞﾆ

8 ｳｽﾞﾑｼ類

9 2以外のﾄﾋﾞｹﾗ類

10 3、14以外のｶｹﾞﾛｳ類

11 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類

12 ｼｼﾞﾐ類

13 ｶﾜﾆﾅ

14 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ

15 ﾋﾙ類

16 ﾐｽﾞﾑｼ

17 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ

18 ｻｶﾏｷｶﾞｲ

19 赤いﾕｽﾘｶ

20 ｲﾄﾐﾐｽﾞ類

21 ﾊﾅｱﾌﾞ類

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

8 3 0 0 2 5 3 1 0 0 0 0

Ⅰ

7 2 0 0

1 1 0 0

晴れ

15.0　℃

27.0　℃

10.0　m

7月12日 10時00分

○

草野川

川の中央

30.0　㎝

60.0　㎝/s

全面

晴れ

河 川 名

生 物 を 採 取 し た 場 所

水 深 （ ㎝ ）

流 速 （ ㎝ / ｓ ）

水 の よ う す 指標生物

月 日 時 刻

天 気

水 温 （ ℃ ）

気 温 （ ℃ ）

川 幅 （ ｍ ）

Ⅱ ・ Ⅲ 共通

Ⅲ

よごれている

Ⅲ ・ Ⅳ 共通

Ⅳ

大変よごれている

2

Ⅰ

き れ い

Ⅰ ・ Ⅱ 共通

Ⅱ

少しよごれている

水

質

判

定

表

水のようすの区分

1
みつかった指標生物の
種類の計　　　（○＋●）

2
みつかった指標生物のうち
一番数の多くあった種類（●）

合　　　　　計　　　（1欄＋2欄）

判定結果（合計が最も大きい区分）

○

○

○

●

○

○

32.5　℃

27.0　℃

20.0　㎝

1.5　m

用水路

10.0　㎝/s

○

○

●

○

○

○

○

0 02 4 2 1 0 0

Ⅱ

0 00 1 1 0 0 0

伊香具小学校からの報告

水生生物調査結果
高山キャンプ場 木之本町大音調 査 場 所 名 （ № ）

6月15日 13時30分
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調査考察、活動内容等 

伊香具小学校では、ここ数年継続的に調査を続けている学校近くの水田横の小川で、本年度も水

生生物調査を行いました。田んぼや生活の用水路として活用されている川であり、子どもたちの生

活に結びついている川です。アメリカザリガニや小魚が生息し、子どもたちにとって身近な存在で

す。また、「やまのこ学習」で行った高山キャンプ場付近の草野川でも調査を行いました。環境の

違う 2つの川の状況を比較し、環境を考える機会となりました。 

1. 調査場所：  草野川東俣（高山キャンプ場前） 

調査日時：  6 月 15 日 

2. 調査場所：  大音区の用水路（水田の横） 

調査日時：  7 月 12 日 

 

◎第１回（6月 15 日） 

天候：晴れ  気温：27℃  水温：15℃ 

やまのこ学習で高山キャンプ場の横を流れ

る草野川（東俣）で、今年度 1回目の水生生

物調査を行いました。 

天気の良い日が続いていたので、水の量や水

生生物の生息等が心配されていましたが、水は

とても透明で澄んでおり、活動しやすい水量で、

たくさんの水生生物を採取することができま

した。同時に行った COD の値も低く、調査地点

は河川の上流部にあり、水質はとてもよい環境

にあるということが分かりました。 

 やまのこ学習では、「森は緑のダム」であることを学びま

した。雨水を溜め込んで、浄化しながら少しずつ水を送り出

す役割を学習し、その水が流れる川のまさに上流で水生生

物を観察することで、水質のよいところに多くの水生生物

がいることが実感できました。 

 

 やまのこの先生が、川の生き物のことを

教えてくれました。川の生き物には、ガガ

ンボやカゲロウのなかまがいました。石を

どけるのはダンゴムシをさがすのと同じ

だなと思いました。川の水がとてもすんで

いるなと思いました。 

 

 川に入って、生き物を捕まえました。思っていた以上に捕まえられました。少しうれしか

ったです。A 班と B 班の捕まえた生き物を合せて 100 匹以上いました。少しびっくりしまし

た。川の水はつめたかったです。川の生き物を調べると、川の水のきれいさがわかることを

知りました。川の水はキレイだったことがわかりました。 
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◎第 2回（7月 12 日） 

天候：晴れ  気温 32.5℃ 水温 27℃ 

 2 回目の調査の日は、30℃を超える暑い日になりまし

た。それまでも晴天の日が続いていたため、川の水量は

非常に少なく、場所によっては川底が見え、泥が混ざっ

たり、水は濁っていたりしている状況でした。同時に行

った COD 調査では、値が 7～8mg/L で､水質的にきれいで

あるといえる状態ではありませんでした｡前回調

査した高山キャンプ場の横を流れる草野川は、晴

天の日が続いても、水量もそれなりにあり、水は

透明で、COD の値も低く水質的にとてもよい環境

でした。河川の上流部と下流部、両者を比較する

ことで水環境の違いがよく分かりました。 

 前回のやまのこ学習で調査の方法を学んでいるため、すんなり活動に入ることができ、興味をも

って意欲的に活動に取り組む姿が見られました。川の状態が悪く、はじめはなかなか見つけられま

せんでしたが、根気強く活動する中でたくさん捕まえ

ることができました。見た目にはわからないものの、

たくさんの生物が生息していることを実感できたよう

です。ちなみに一番多くとれたのがカワニナでした。

またサワガニやカワムツも多く見られました。見た目

や COD による調査ではあまりきれいだといえない状況

でしたが、生物指標による水質階級は「Ⅱ」という判

定になりました。 

 以前からカワニナが多く見られる関係か、この川で

夏にホタルが見られることがあります。今回の調査でもカワニナは多く見られました。しかし、ホ

タルの幼虫は見られませんでした。時期や川の状況などによると思われますが、ホタルの幼虫はカ

ワニナなどを食べて成長するため、ホタルの幼虫がすむのによい環境がある川であることがわかり

ました。以前は、運動場の側溝にも山水が流れ込んでおり、きれいな水があったため、ホタルを見

ることができたと聞いています。近年は、運動場でのホタルの発見報告がないのが残念です。 

 

◎環境日記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大音にある川は、すごくきたなくて、どろがい

っぱいありました。高山キャンプ場とはぎゃくで

した。きたない所にいる生き物ばっかりでした。 

大音の川ではいろいろな魚はいたけど、水生生

物は全然いなかった。どろやじゃりがいっぱいあ

った。秋や冬になったらでてくるのかな。 
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◎まとめ 

○高山キャンプ場付近の調査地点は、草野川上流部であり、学校付近の小川では、見られない指標

生物をたくさん見つけることができ、学校付近の川とは違い、透明度の高い水であり、水質の良

さが実感できました。また、当日やそれまでの天候が同じでも場所によって水環境が違うことも

実感できました。 

○学校付近の調査地点は、田んぼや家庭の用水路であり、COD の値は高く、見た目にもあまりきれ

いではありませんでした。しかし、生物指標による水質階級の判定はⅡであり、ホタルの幼虫も

生息できることがわかりました。 

○子どもたちは、川の上から見ているだけでは気づけない、石の下や泥の中に多種多様な生物が生

存していることを理解できたようです。川を汚すことは、これからの生物の生存を危うくするこ

とに気づく子もでてくるなど、よい体験となりました。 

 高山キャンプ場より水がきたなかった。キャン

プ場には、貝やカニがあまりいなかったけど、大

音の川にはたくさんいた。魚はたくさんいたけ

ど、水生こん虫はあまりいなかった。 

 

 カニがいっぱいいてとてもびっくりしたし、か

た手は大きくてもうかた手が小さいカニがいたの

で、びっくりしました。魚をとってたら、ぼくの

知らない魚がいたので、おどろいたし、さわった

らかたかったです。 

 高山とくらべて、水がきたなかった。ま

た高山には、カニや魚が少なかったけどカ

ゲロウの仲間が多くて、大音の川はカニや

魚が多かった。大音の川は特に貝がいっぱ

いいた。カニが魚を食べていた。どろんぼ

もいた。 

 高山キャンプ場は、あまりカニがいなかったけ

ど、大音には、大きなカニがいっぱいいた。高山キ

ャンプ場の川にいた水生こん虫は大音の川にはあま

りいなかった。カニが魚を食べていたのが、一番印

象的だった。 

 高山キャンプ場はものすごくきれいでにおいも全然

しなかったけど、大音の川は変なにおいで、すなの所

ばかりでした。でも、やまのこでとれたきれいな所に

いる水生生物が大音の川にもいました。きたないのに

こんなのがいるんだぁと思いました。カニがたくさん

いました。3mm くらいの水生生物もいました。 


